
a

第
３
９
回
日
本
乾
癬
学
会
学
術
大
会
が

８
月
２
４
日
（
土
）
～
２
５
日
（
日
）
に
大

阪
で
行
わ
れ
た
の
に
併
せ
て
、
さ
る
８
月
２

５
日(

日)

午
後
４
時
か
ら
、
大
阪
駅
前
グ
ラ

ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
北
館
Ｂ
２
ナ
リ
ッ
ジ
キ
ャ

ピ
タ
ル
（
日
本
乾
癬
学
会
会
場
）
で
、
「
み

ん
な
で
語
ろ
う
乾
癬
に
つ
い
て

ｉ
ｎ

大

阪(

全
国
乾
癬
学
習
懇
談
会)

」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
本
会
が
主
に
開
催
の
運
営

を
行
い
ま
し
た
。

医
療
講
演
は
最
初
に
大
阪
公
立
大
学
皮
膚

科
の
大
霜
智
子
先
生
に
、
次
に
日
本
生
命
病

院
整
形
外
科
の
辻
成
佳
先
生
に
行
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
大
霜
先
生
は
「
乾
癬
の
皮
膚
症
状

に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で
、
乾
癬
発
症
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
様
々
な
症
状
、
そ
し
て
大
阪

公
立
大
学
で
行
っ
て
お
ら
れ
る
様
々
な
治
療

の
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
最
新
の
治
療
方
法
や

治
療
薬
、
ま
た
治
療
の
実
際
に
つ
い
て
、
大

変
分
か
り
や
す
く
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
辻
先
生
は
「
私
が
悩
ん
で
い
た
首
の

痛
み
や
腰
痛
が
、
乾
癬
と
関
係
し
て
い
た
な

ん
て
！
！
！
～
み
ん
な
で
学
ぼ
う
乾
癬
性
脊

椎
炎
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
特
に
乾
癬
性

関
節
炎
に
つ
い
て
大
変
詳
し
く
お
話
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
皮
膚
症
状
が
主
で
あ
る
乾
癬

と
、
関
節
症
状
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
最
近

特
に
様
々
な
所
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
辻
先
生
は
特
に
脊
椎
炎
を
中
心
に
し
て
、

関
節
の
症
状
、
そ
し
て
そ
の
治
療
方
法
に
つ

い
て
詳
し
く
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

講
演
の
後
は
、
学
習
会
に
ご
来
場
頂
い
た

他
の
先
生
方
に
も
加
わ
っ
て
頂
い
て
、
質
疑

応
答
を
行
い
、
会
場
内
か
ら
の
様
々
な
質
問

に
対
し
て
大
変
丁
寧
に
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。

会
場
が
大
阪
駅
に
近
接
し
た
非
常
に
便
利

な
所
で
し
た
の
で
、
８
０
名
あ
ま
り
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

ご
講
演
下
さ
い
ま
し
た
先
生
方
に
は
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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乾癬についてin大阪

・・・Ｉｎｄｅｘ・・・
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・乾癬あれこれ P17
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40(最終回) P18

・お知らせなど P20

・みんなで語ろう乾癬について

in 大阪 P1
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part2発刊 P1

・大霜先生講演禄 P2

・辻先生講演禄 P11

 

医
療
講
演
は
大
霜
先
生
・
辻
先
生

 

み
ん
な
で
語
ろ
う
乾
癬
に
つ
い
て

in 
大
阪

乾癬ワンポイントアドバイスpart2を発行
この度、大阪乾癬患者友の会(梯の会)は、本会の相談

医でいらっしゃる小林皮フ科クリニック院長の小林照

明先生ご執筆による「乾癬ワンポイントアドバイスpar

t2」を発刊致しました。「乾癬ワンポイントアドバイ

ス」は、本会の会報に2012年(平成24年)8月発行の第52

号からスタートし、92号まで12年余りの長きに亘り連

載をして頂きました。2017年(平成19年)にはpart1が発

行され、今回そのpart2を発行する運びになりました。

part1では乾癬の様々な治療法や治療薬についての非常

に分かりやすい説明がメイン

でしたが、今回は先生もご挨

拶で述べられていますが、ク

リニックに来られる個々の患

者さんについてのケーススタ

ディを中心に様々な事柄をご

執筆して頂きました。小林照

明先生には長期間本会の為に

ご執筆を継続して頂きお礼の

言葉もありません。本当にあ

りがとうございました。


